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(54)【発明の名称】 面発光装置およびこれを用いた表示装置

(57)【要約】
【課題】  低消費電力化および軽量化を図りながら、大
型液晶表示パネルに対して安定した輝度が得られる面発
光装置およびこれを用いた表示装置を提供すること。
【解決手段】  面発光装置において、複数本の直管状発
光源を相互に平行に配置し、発光源の列の両端側に平行
に一対の導光体を配置する。一対の導光体は、発光源か
ら離間するにつれて薄肉となる断面くさび型に形成さ
れ、かつその前面が同一平面上に配置してなるくさび型
部を有する。さらに、発光源の列および一対の導光体の
後方に反射板を配置する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  相互に平行に配置された複数本の直管状
発光源の列と、この列の両端側に平行に配置されて発光
源の列からの光を両側前方に導く一対の導光体と、発光
源の列および一対の導光体の後方に配置されて発光源の
列および導光体からの光を直接または導光体を介して前
方へ導く反射板とを備え、
一対の導光体は、発光源から離間するにつれて薄肉とな
る断面くさび型で、かつその前面が同一平面上に位置し
てなるくさび型部を有する面発光装置。
【請求項２】  反射板は、発光源の列に対向配置された
平坦部と、この平坦部の両端に連設されて前記一対の導
光体に対向配置された一対の傾斜部とを有し、一対の導
光体は、各後面が反射板の各傾斜部に面接触している請
求項１に記載の面発光装置。
【請求項３】  各導光体は、前面から発光源の列に向か
って傾斜し、その発光源の列からの光を表面反射により
前方へ導く傾斜面を有する逆くさび型部をさらに一体に
備えた請求項１または２に記載の面発光装置。
【請求項４】  発光源の列および一対の導光体の長手方
向両側に配置された一対の側板をさらに備え、一対の導
光体は、反射板と一対の側板とによって保持される請求
項１～３の何れか１項に記載の面発光装置。
【請求項５】  発光源の列および一対の導光体の前面側
に配置された光拡散板と、この光拡散板の表面に形成さ
れ高反射材料からなるドットパターンとから構成された
輝度分布調整部材をさらに備えた請求項１～４の何れか
１項に記載の面発光装置。
【請求項６】  請求項１～５の何れか１項に記載の面発
光装置と、この面発光装置の前面側に配置され、面発光
装置からバックライトとしての光の照射を受ける液晶表
示パネルとを備えた表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、面発光装置および
これを用いた表示装置に関するものであり、特に大型の
液晶表示パネルに好適に使用される面発光装置およびこ
れを用いた表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶表示パネルのバックライトな
どに用いられる面発光装置としては、透明アクリル樹脂
等からなる導光体を用いて面発光を行うエッジライト型
と、複数本の蛍光管を液晶表示パネルの直下に規則配列
させた直下型が公知である。図５は従来のエッジライト
型の面発光装置を用いた液晶パネル表示装置の断面図で
あり、図６は従来の直下型の面発光装置を用いた液晶パ
ネル表示装置の断面図である。なお、図５と図６におい
て、点線は光路を表している。
【０００３】図５に示すエッジライト型の面発光装置を
用いた液晶パネル表示装置は、矩形平板形の導光体２１
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が中央に配置されるとともに、その周縁に複数本の蛍光
管２２、２２、…が配置されて面発光装置２０が構成さ
れ、この面発光装置２０の前面側に液晶表示パネル２３
が配置されたものであり、導光体２１側面から入射した
光が導光体２１内で反射を繰り返して拡散し、導光体２
１の発光面２１ａが面発光して液晶表示パネル２３の表
示領域を照光するように構成されている。図６に示す直
下型の面発光装置を用いた液晶パネル表示装置は、反射
板３２の前面側に平行に複数本の蛍光管３１、３１、…
が配置されるとともに、複数本の蛍光管３１、３１、…
の前方に（透明樹脂に透明粒子を分散してなる）光拡散
板３３が配置されて面発光装置３０が構成され、この面
発光装置３０の前面側に液晶表示パネル３４が配置され
たものであり、各蛍光管３１、３１、…の光が光拡散板
３３内を拡散しながら透過し面発光して液晶表示パネル
２２の表示領域を照光するように構成されている。これ
ら従来のエッジライト型の面発光装置２０と直下型の面
発光装置３０では単位面積当たりの発光効率は、エッジ
ライト型が優れており、多くの液晶パネル表示装置に採
用されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、エッジ
ライト型の面発光装置２０では、導光体２１の端面から
入射した光は導光体２１内で反射を繰り返す毎に（一部
の光が発光面２１ａから液晶表示パネル２３側に出射し
て）減衰するため、蛍光管２２から遠い発光面２１ａ中
央部に至るまでに減光することとなり、大型液晶パネル
表示装置に用いた場合には充分な輝度を表示面中央部に
確保することが困難である。大型液晶パネル表示装置で
は、上記の理由により直下型の面発光装置３０が採用さ
れているが、充分な輝度分布を得るためには、蛍光管３
１の本数を増やすか、拡散効率を促すために蛍光管３１
と光拡散板３３との間隔を大きくとる必要があるため、
消費電力の増大か、表示装置の奥行きが増大する結果を
もたらし、「低消費電力かつ薄型」という液晶パネル表
示装置の利点を損なうことになる。
【０００５】液晶パネル表示装置の低消費電力化は、蛍
光管本数を削減することが適切であり、特開平１１－２
４５８１号公報によれば、光拡散板の発光面と反対側の
裏面または側面に溝を設け、この溝の底面部全面または
底面部全面と周壁面の一部もしくは全面に部分光透過性
光反射フィルムを貼着するとともに、上記溝内に蛍光管
を配置したことにより、輝度分布を平均化し、かつ蛍光
管本数を削減する面発光装置（公報では平面発光体と称
される）が記載されている。しかしながら、この特開平
１１－２４５８１号公報の面発光装置は、光拡散板の製
造が困難であるとともに、光拡散板が全面的な大きさで
かつ厚いため、液晶パネル表示装置の全体重量が増大
し、実用化には至っていない。
【０００６】また、蛍光管本数を削減したものとして、
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特開平１１－１４９０７３号公報においては、中央部に
１本の蛍光管を配置し、辺縁に向かって導光板を配置し
た面発光装置（公報では面光源装置と称される）が提案
されている。しかしながら、この特開平１１－１４９０
７３号公報の面発光装置では、画面サイズの大型化に伴
って外縁部の輝度が著しく低下し、かつ導光板の重量が
増大することとなる。さらに、面中央部では、「Ｈｏｔ
  Ｂａｒ」と呼ばれる現象のような一部分だけ高い輝度
部分が発生するようになる。また、特開平１１－１４９
０７３号公報では、蛍光管と対向する面がＷ字型の凹曲
面に形成された拡散部材を蛍光管の前面側に配置し、か
つ上記凹曲面に反射拡散性の材料にてドットパターンを
形成して、輝度ムラを解消する手段が開示されている
が、拡散部材の形成およびドットパターンの形成が困難
であることが推察される。
【０００７】そこで、本発明の主要な目的の一つは、低
消費電力化および軽量化を図りながら、大型液晶表示パ
ネルに対して安定した輝度が得られる面発光装置を提供
することである。本発明の主要なもう一つの目的は、一
対の導光体の発光面を同一平面上に容易に一致させるこ
とができる面発光装置を提供することである。本発明の
主要なもう一つの目的は、装置中央部とその両側部の輝
度差を小さく抑えることができる面発光装置を提供する
ことである。本発明の主要なもう一つの目的は、発光源
と導光体との間付近の輝度ムラを抑制する面発光装置を
提供することである。本発明の主要なもう一つの目的
は、導光体を安定して固定できる面発光装置を提供する
ことである。本発明の主要なもう一つの目的は、より一
層均一な輝度分布が得られる面発光装置を提供すること
である。本発明の主要なもう一つの目的は、大画面表示
でありながら高輝度かつ均一な輝度分布が得られる表示
装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上述の目的を達成するた
めに、本発明に係る面発光装置は、相互に平行に配置さ
れた複数本の直管状発光源の列と、この列の両端側に平
行に配置されて発光源の列からの光を両側前方に導く一
対の導光体と、発光源の列および一対の導光体の後方に
配置されて発光源の列および導光体からの光を直接また
は導光体を介して前方へ導く反射板とを備え、一対の導
光体は、発光源から離間するにつれて薄肉となる断面く
さび型で、かつその前面が同一平面上に位置してなるく
さび型部を有するものである。
【０００９】つまり、本発明の面発光装置は、装置中央
部に複数本の直管状発光源を配置し、その両側に一対の
導光体を配置した上記構成によって、装置中央部に輝度
を確保しつつ、その両側の導光体の前面をなす発光面全
面に渡って輝度を確保することができる。このとき、断
面くさび型の導光体において、その後面は、発光源から
離間するにつれて発光面側に近づく傾斜面であるため、
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導光体に入射した発光源の光は、導光体の後面における
発光源から遠い面部に直線的におよび少ない反射回数で
届くことができ、それによって減光が抑えられているの
で、導光体の発光面における発光源から遠い外側領域の
輝度の減少が抑制されている。したがって、本発明の面
発光装置は、大型の液晶表示パネルのバックライトとし
ての使用に好適であり、大画面（液晶表示パネル）の表
示領域の中央部から外縁部に渡るまで全面的に安定した
輝度をもって照光することができる。また、本発明の面
発光装置は、このような大画面の表示領域に対してその
外縁部を一対の導光体により照光する構成とすることに
より、大画面に対して安定した輝度を確保しながら発光
源本数の削減と導光体の小型化を併せもつものとなり、
図５で説明した従来の直下型面発光装置に比して消費電
力を低減でき、図６で説明した従来のエッジライト型面
発光装置、特開平１１－１４９０７３号公報、および特
開平１１－１４９０７３号公報に比して軽量化を図るこ
とができる。
【００１０】また、本発明に係る面発光装置の反射板
は、発光源の列に対向配置された平坦部と、この平坦部
の両端に連設されて前記一対の導光体に対向配置された
一対の傾斜部とを有し、一対の導光体は、各後面が反射
板の各傾斜部に面接触しているものとするのが好まし
い。このように構成すれば、発光源からの直接の光およ
び導光体を介しての光を反射板にて反射させ前方へ導い
て、効率よく表示領域を照光することができるととも
に、一対の各導光体の後面を反射板の各傾斜部に沿わせ
た状態で組立てることにより、一対の導光体の発光面を
容易かつ正確に同一平面上に一致させることができ、面
発光装置を簡単に組立てることができる。
【００１１】また、本発明に係る面発光装置の発光源の
列は、画面中央輝度の確保ならびに輝度むら防止を考慮
して、奥行２０ｍｍの光源装置を例に取ると、発光源の
配置はおよそ３０ｍｍ程度のピッチを確保する必要があ
り、表示画面の高さ寸法を３００ｍｍ以上と仮定した場
合、発光源の列は少なくとも４～６本の発光源からなる
ものが好ましく、このように構成すれば、面発光装置の
発光面積を、例えば大画面テレビに必要な発光面積に確
保しながら、発光源の列が配置された装置中央部におけ
る輝度と、その両端側に配置された一対の導光体の輝度
を、小さい輝度差に抑えることができる。
【００１２】また、本発明に係る面発光装置の各導光体
は、前面から発光源の列に向かって傾斜し、その発光源
の列からの光を表面反射により前方へ導く傾斜面を有す
る逆くさび型部をさらに一体に備えるので、この逆くさ
び型部の傾斜面表面で反射した反射光が前方へ向かい、
導光体とこれに隣接する発光源との間付近の輝度ムラを
効果的に抑えることができる。
【００１３】また、本発明に係る面発光装置は、発光源
の列および一対の導光体の長手方向両側に配置された一



(4) 特開２００３－３４６５３７

10

20

30

40

50

5
対の側板をさらに備え、一対の導光体は、反射板と一対
の側板とによって保持されるものであるため、導光体を
安定して固定することができるとともに、一対の側板に
よって反射板を補強することができる。
【００１４】また、本発明に係る面発光装置は、発光源
の列および一対の導光体の前面側に配置された光拡散板
と、この光拡散板の表面に形成され高反射材料からなる
ドットパターンとから構成された輝度分布調整部材をさ
らに備えたものであるため、大画面（液晶表示パネル）
の表示領域に対する輝度分布の均一化を精度よく行うこ
とができる。つまり、輝度分布調整部材の方に向かう光
は、光拡散板を透過する光と、ドットパターンを反射す
る光に分けられる。光拡散板を透過した光は拡散され、
ドットパターンを反射した光は直接または導光体を介し
て反射板を反射して再び輝度分布調整部材によって光拡
散板を透過する光とドットパターンを反射する光に分け
られ、このような繰り返しによって光拡散板の発光面
（前面）が均一な輝度分布をもって発光する。この場
合、光拡散板の表面において、複数本の発光源に対向す
る領域の中央部はドットパターン密度が最大とされ、こ
の中央部から一対の導光体側へ向かうにつれてドットパ
ターン密度が徐々に小さくされることにより、光拡散板
の発光面における発光源から遠い領域への光の拡散を促
し、それによって光拡散板をより均一な輝度分布で面発
光させるようにする。
【００１５】また、本発明に係る表示装置は、前記面発
光装置と、この面発光装置の前面側に配置され、面発光
装置からバックライトとしての光の照射を受ける液晶表
示パネルとを備えたものであるため、大画面の表示領域
に高輝度かつ均一な輝度分布が得られる大画面テレビな
どの液晶パネル表示装置に適用することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】本発明において、発光源として
は、冷陰極蛍光灯、熱陰極蛍光灯、ネオン灯等を用いる
ことができる。また、導光体を構成する材料としては、
アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ノルボルネン樹
脂等の透明樹脂材料を用いることができる。
【００１７】本発明において、光拡散板を構成する材料
としては、アクリル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリカー
ボネート樹脂、塩化ビニル樹脂、ポリエチレンテレフタ
レート樹脂等の透明樹脂材料を用いることができ、この
ような透明樹脂材料に分散される透明粒子としては、ガ
ラス、酸化珪素等の無機材料や、アクリル樹脂、フッ素
樹脂、シリコーン樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリエチレ
ン樹脂、ポリカーボネート樹脂、エチレン－酢酸ビニル
共重合体等の有機材料を用いることができる。また、光
拡散板の表面のドットパッターンを構成する高反射材料
としては、酸化チタン、酸化銀等の高反射性顔料を含む
白色塗料や白色インクなどを用いることができる。
【００１８】以下、本発明の実施の形態を、図１～図４
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を参照して詳細に説明する。なお、これによって本発明
が限定されるものではない。図１は本発明の実施の形態
に係る表示装置の側断面図であり、図２は同実施の形態
における表示装置の分解斜視図であり、図３は同実施の
形態における表示装置の要部の一部側断面であり、図４
は同実施の形態における表示装置の発光状態を示す作用
説明図である。なお、図１と図４において、点線は光の
進路を表している。
【００１９】本実施の形態に係る表示装置１は、面発光
装置２と、この面発光装置２の前面側に配置され、面発
光装置２からバックライトとしての光の照射を受ける液
晶表示パネル３とを備える。
【００２０】面発光装置２は、相互に平行に配置された
上下複数本（この場合５本）の直管状発光源４、４、…
の列と、この列の両端側に平行に配置されて発光源４、
４、…の列からの光を両側前方に導く上下一対の導光体
５、５と、発光源４、４、…の列および一対の導光体
５、５の後方に配置されて発光源４、４、…の列および
導光体５、５からの光を直接または導光体５、５を介し
て前方へ導く反射板６と、発光源４、４、…の列および
一対の導光体５、５の長手方向両側に配置された左右一
対の側板７、７と、発光源４、４、…の列および一対の
導光体５、５の前面側に配置された輝度分布調整部材８
とを備えている。
【００２１】反射板６は、アルミなどの薄板から形成さ
れており、発光源４、４、…の列の上下幅よりも大きい
上下所定幅をもって左右方向に延びる平坦部６ａと、平
坦部６ａの上端および下端に沿って連設された一対の傾
斜部６ｂ、６ｂとを有し、傾斜部６ｂは平坦部６ａから
遠ざかるにつれて前面側に所定角度で傾斜している。ま
た、反射板６は、各傾斜部６ｂ、６ｂの上下端部に沿っ
て前方へ折曲形成された段部６ｃ、６ｃと、各段部６
ｃ、６ｃの前端に沿って上下方向に折曲形成されたフラ
ンジ部６ｄ、６ｄとを有する。なお、複数本の発光源
４、４、…および一対の導光体５、５と対向する反射板
６の前面６ｅに、アルミや銀等の金属膜を蒸着して光の
反射率を高めるようにしてもよい。
【００２２】発光源４は直管状の蛍光灯からなり、その
両端にはソケット部（図示省略）が設けられている。一
方、反射板６の平坦部６ａの前面６ｅの左右端側には、
複数本の発光源４、４、…を上下等間隔で平行に保持す
るための複数個のランプホルダ（図示省略）が設けられ
ている。各発光源４、４、…の両端のソケット部がラン
プホルダに取り付けられることにより、発光源４、４、
…の列が反射板６の平坦部６ａの前面６ｅ近傍に平行に
配置される。なお、各発光源４、４、…は図示しない電
気回路に電気的に接続されて点灯、消灯する。
【００２３】導光体５は、発光源４の有効発光長以上の
左右長さを有するアクリル樹脂などから形成された透明
矩形板材であり、発光源４から離間するにつれて薄肉と
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7
なる断面くさび型のくさび型部５１と、前面をなす発光
面５ａから発光源４、４、…の列に向かって傾斜する傾
斜面５ｃを有する逆くさび型部５２とからなる。
【００２４】さらに詳しく説明すると、導光体５は、前
記発光面５ａと、この発光面５ａと直角な発光源４に対
向する端面５ｂと、発光面５ａと端面５ｂとを結ぶ前記
傾斜面５ｃと、発光面５ａに直角な発光源４と反対側の
端面５ｄと、端面５ｂと端面５ｄとを結ぶ後面５ｅとを
有する。さらに後面５ｅは、反射板６の傾斜部６ｂと同
じ傾斜角度で形成されて発光面５ａに対して傾斜する傾
斜面部５ｆと、発光面５ａと平行な発光源４寄りの平行
面部５ｇとからなる。一対の導光体５、５は、その端面
５ｄを反射板６の段部６ｃに当接させ、後面５ｅを反射
板６の前面６ｅに面接触させることにより、各発光面５
ａ、５ａが同一面上に配置されることとなる。この状態
において、導光体５の端面５ｂは外側の発光源４に近接
配置されるとともに、傾斜面５ｃは発光源４を中心とす
る略放射線上に配置される。
【００２５】側板７は、反射板６と直交する側面部７ａ
と、側面部７ａの前端に折曲形成されて導光体５の発光
面５ａと面接触する前面部７ｂと、側面部７ａの後端に
折曲形成されて反射板６の後面と面接触する後面部７ｃ
とからなり、横断面コ字形に形成されている。また、側
板７の前面部７ｂの内面には、上下一対の導光体５、５
の各傾斜面５ｃ、５ｃと当接する（例えば三角形の）位
置決め凸部９、９が付設されている。一対の側板７、７
は、反射板６および一対の導光体５、５の左右端側に嵌
合され適宜箇所がビス等にて固定される。この側板７、
７の取付状態において、一対の導光体５、５は、反射板
６および一対の側板７、７によって前後方向、上下方
向、および左右方向への移動が規制されて所定位置に固
定される。なお、各側板７、７は、反射板６と同じくア
ルミなどの薄板から形成されており、発光源４、４、…
の列および導光体５、５から側板７、７へ向かう光を反
射する反射板としても作用する。
【００２６】輝度分布調整部材８は、アクリル樹脂など
の透明樹脂材料に屈折率の異なる粒子状透明材料を分散
させてなる矩形板状の光拡散板８ａと、光拡散板８ａの
表面（発光源４に対向する裏面）に形成された高反射材
料からなるドットパターンとから構成されている。具体
的にドットパターンは、酸化チタンを含む白色塗料を材
料として多数の反射ドットｄ、ｄ、…を印刷により規則
配列することにより形成されている。光拡散板８ａの表
面において、複数本の発光源４、４、…に対向する領域
の中央部、具体的には５本の発光源４、４、…の内の中
央の発光源４に対向する部位でのドットパターン密度
（反射ドットｄ当たりの面積）が最も大きく設定され、
この部位から両側の導光体５、５側に向かうにつれてド
ットパターン密度が徐々に小さくなるよう設定されてい
る。この輝度分布調整部材８は、左右の側板７、７の前
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面部７ｂ、７ｂの外面および反射板６の上下フランジ部
６ｄ、６ｄの前面に当接され適宜箇所がビス等により固
定される。
【００２７】ここで、面発光装置２の組立て手順の一例
を簡単に説明する。先ず、反射板６の前面（寝かせた状
態とした反射板６の上面）の所定位置に複数個のランプ
ホルダを取り付け、各対のランプホルダに各発光源４の
両端のソケット部を取り付ける。次に、２個の導光体
５、５の端面５ｄ、５ｄを反射板６の段部６ｃ、６ｃに
合わせて導光体５、５を反射板６の前面６ｅに配置す
る。続いて、一方の側板７を反射板６の側方から嵌合さ
せる。これにより、側板７の前面部７ｂと後面部７ｃと
の剛性により反射板６と導光体５、５が挟持されるとと
もに、前面部７ｂの位置決め凸部９、９により導光体
５、５が位置決めされる。同様に、もう一方の側板７を
反射板６の側方から嵌合させる。そして、前面側に輝度
分布調整部材８を取り付けることにより、面発光装置２
が組立てられる。
【００２８】液晶表示パネル３は、液晶表示素子が格子
配列された透過型の表示パネルである。この液晶表示パ
ネル３は、その上端および下端が断面Ｌ字型の一対の取
付部材１０、１１によって挟持されており、取付部材１
０、１１の後方突出辺部の間に面発光装置２を嵌合させ
固定することにより、面発光装置２の前面側に液晶表示
パネル３が配置固定される。
【００２９】次に、本発明の作用について説明する。各
発光源４、４、…から放射された光の一部は輝度分布調
整部材８へ進み、一部の光は導光体５、５へ進み、一部
の光は反射板６を反射して輝度分布調整部材８あるいは
導光体５、５へ進む。
【００３０】輝度分布調整部材８へ進む光は、光拡散板
８ａ内を拡散しながら透過する光と、ドットパターン
（反射ドットｄ、ｄ、…）で反射する光とに分かれる。
上述したように、発光源４、４、…の列に対向する領域
の中央部でドットパターン密度が最大に設定され、この
部位から両側の導光体５、５に向かうにつれてドットパ
ターン密度が徐々に小さくなっているため、発光源４、
４、…の列中央部における光の反射率が最も大きく、両
側の導光体５、５に向かうにつれて光の反射率が徐々に
小さくなっている。したがって、ドットパターンを反射
した光は直接または導光体５を介して反射板６を反射し
て再び輝度分布調整部材８によって光拡散板８ａを透過
する光とドットパターンを反射する光に分けられ、この
ような繰り返しによって発光源４、４、…の列からの光
はその両端側の導光体５、５側へ広がり、光拡散板８ａ
の発光面（前面）が均一な輝度分布をもって発光する。
つまり、光拡散板８ａによって光を拡散して光拡散板８
ａの発光面中央部からその上下両側部にかけての輝度分
布の均一化を図り、さらに光拡散板８ａに上述のドット
パターン密度でドットパターンを設けることによって、
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9
光拡散板８ａの発光面中央部から出射する光量と上下両
側部から出射する光量を一様に調整して輝度分布がより
一層均一となるようにしている。
【００３１】一方、導光体５の端面５ｂに入射する入射
光は隣接する発光源４からの光が主であり、導光体５の
傾斜面５ｃに入射する入射光は一つ離れた発光源４から
の光が主であり、これら入射光の一部は、導光体５内を
反射せずに透過して発光面５ａから出射し、一部の光は
導光体５内で反射して発光面５ａから出射する。導光体
５の発光面における発光源４から遠い面部からは、導光
体５内で反射した光が主に出射する。導光体５はくさび
型部５１を有し、その後面ｅの傾斜面部５ｆは発光源４
から離間するにつれて発光面５ａ側に近づく傾斜面であ
るため、導光体５内を進む光は傾斜面部５ｆにおける発
光源４から遠い面部および端面５ｄに直線的におよび少
ない反射回数で容易に届くことができる。したがって、
この導光体５の傾斜面部５ｆにおける発光源４から遠い
面部および端面５ｄを反射して前方の発光面５ａから出
射する出射光の減光が抑えられ、導光体５の発光面５ａ
における発光源４から遠い外側領域の輝度の減少が抑制
されている。なお、導光体５の傾斜面部５ｆ等を透過す
る光は反射板６を反射して発光面５ａから出射してい
る。また、導光体５はくさび型部５１の発光源４側（内
端側）に逆くさび型部５２を有するので、発光源４、
４、…の列からの一部の光が傾斜面５ｃの表面で反射し
て前方へ導かれ、導光体５とこれに隣接する発光源４と
の間付近に発生し易い輝度ムラが抑えられている。
【００３２】このように、本発明は、装置中央部に複数
本の発光源４、４、…の列を配置し、その両側に一対の
導光体５、５を配置し、多数の反射ドットｄからなるド
ットパターンが光拡散板８ａの表面に形成されてなる輝
度分布調整部材８を前面側に配置したことで、液晶表示
パネル３の表示領域の中央部に輝度を確保することがで
きるとともに、表示領域の外縁部への輝度も確保するこ
とができ、表示領域全面に渡って均一な輝度分布をもっ
て安定的に照光することができる。したがって、本発明
の面発光装置２は大型液晶パネル表示装置としての使用
に好適であるとともに、大画面用の面発光装置２であり
ながら消費電力および重量を小さく抑えることができ
る。また、発光源４、導光体５、反射板６、輝度分布調
整部材８等の各部品は簡素な形状構造であって製作が容
易であるとともに、容易に組立てることができ、面発光
装置２および表示装置１の製造が容易である。
【００３３】（他の実施の形態）
（１）上記実施の形態では、５本の発光源４、４、…を
用いた場合を例示したが、発光源４の本数はこれに限定
されず、３本以上、好ましくは４～６本とすることもで
きる。
（２）上記実施の形態では、複数本の発光源４、４、…
の出力（輝度）を等しく設定した場合を例示したが、中*
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*央の発光源４に比して両側の発光源４、４の出力（輝
度）を相対的に大きく設定し、両側の導光体５、５の発
光面５ａ、５ａにおける発光源４、４から遠い面部の輝
度を高めるようにすることも可能である。この場合も、
液晶表示パネル３の表示領域がより均一な輝度分布とな
るよう輝度分布調整部材８にて調整することが好まし
い。
【００３４】
【発明の効果】本発明に係る面発光装置によれば、装置
中央部に複数本の直管状発光源を配置し、その両側にく
さび型部をそれぞれ有する一対の導光体を配置したの
で、装置中央部に輝度を確保しつつ、その両側の導光体
の発光面全面に渡って輝度を確保することができる。し
たがって、本発明の面発光装置は、大型の液晶表示パネ
ルのバックライトとしての使用に好適であり、大画面
（液晶表示パネル）の表示領域の中央部から外縁部に渡
るまで全面的に安定した輝度をもって照光することがで
きる。また、大画面用の面発光装置でありながら消費電
力および重量を小さく抑えることができるとともに、簡
素な形状構造であり製造が容易である。また、本発明に
係る表示装置によれば、大画面の表示領域に高輝度かつ
均一な輝度分布が得られる大画面テレビなどの液晶パネ
ル表示装置として好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る表示装置の側断面図
である。
【図２】同実施の形態における表示装置の分解斜視図で
ある。
【図３】同実施の形態における表示装置の要部の一部側
断面である。
【図４】同実施の形態における表示装置の発光状態を示
す作用説明図である。
【図５】従来のエッジライト型の面発光装置を用いた液
晶パネル表示装置の断面図である。
【図６】従来の直下型の面発光装置を用いた液晶パネル
表示装置の断面図である。
【符号の説明】
２  面発光装置
３  液晶表示パネル
４  発光源
５  導光体
５ａ  前面（発光面）
５ｂ  端面
５ｃ  傾斜面
５ｅ  後面
６  反射板
６ａ  平坦部
６ｂ  傾斜部
７  側板
８  輝度分布調整部材
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８ａ  光拡散板
５１  くさび型部 *
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*５２  逆くさび型部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】 【図６】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够在减小功耗和重量的同时获得用于大型液晶
显示面板的稳定亮度的表面发射装置以及使用该表面发射装置的显示装
置。 在表面发射装置中，多个直管形发光源彼此平行地布置，并且在一
行发光源的两端上平行地布置一对光导。 一对光导中的每一个都具有楔
形部分，该楔形部分具有楔形横截面并且随着距发光源的距离增加而变
薄，并且其前表面布置在同一平面上。 此外，在该排发光源和该对光导
的后面布置有反射器。
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